
まちのひと
－多久で見つけた－

あッ!

「多久市議会出前授業」（「多久市議会出前授業」（東原庠舎西渓校東原庠舎西渓校） ） 

２０２4２０２4

第第6161号号
令和６年　令和 ６年　

６６ 月定例会月定例会

市民と議会をつなぐ市民と議会をつなぐ

議会だより議会だより議会だより議会だより



　市内義務教育学校 3 校をそれぞれ訪問し、社会科で政治を学ぶ 6 年
生に議員がゲストティーチャーとなって議会の仕組みと役割　①市議
会って何？　②議会の仕事は？　③市議会の進め方　④本会議どこで
しているの？　⑤市に要望のあるときは？　⑥議会をもっと知りたい
　などの授業を行う出前授業を行いました。

◉社会の授業で学習はしていたけど、議員さんの話を聞いて自分達が使っている
タブレットも議会で話し合って決めていることを知りました。

◉議員の仕事がよく分かりました。

子供達からの質問子供達からの質問

多久市議会 出前授業

議員になった
キッカケは？

給料はいくらですか？

多久の魅力はなんですか？

議員になって一番
うれしかった事は？

多久はどんなことについて、
がんばっていますか？

今年の予算はなんに
使われているの？

出前授業を聞いて、どう感じましたか？出前授業を聞いて、どう感じましたか？

多久市は、どんな町に
　　　なってほしいですか？
多久市は、どんな町に
　　　なってほしいですか？

◎市民の人、みんなが楽しめるような町になって
ほしいです。

◎みんなに優しくもっと良くなる多久市がいいです。

◎人が増えて、賑やかになってほしい。

◎テーマパークを作ってほしい。
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議案質疑議案質疑

中島　慶子
■�地域公共交通再編委託料
　902万9千円について

Ｑ  �この事業の詳細は。
Ａ  �地域公共交通の利便性の向上と運行効率

化を図るため、AIを活用し、配車システ
ムの導入および構築に要する経費および
その使用料です。

Ｑ  財源の内訳は。
Ａ  �国土交通省の共創・MaaS実証プロジェ

クトの補助事業を活用します。事業費全
体として2,092万3千円となっており、国
庫補助額は500万円までは全額、500万円

を超える部分については ３ 分の ２ となり
ますので1,561万5千円となります。なお
今回の補正予算は、既決予算の財源組替
による一般財源の減額と、交通システム
再編に伴う902万9千円の増額計上です。

Ｑ  どのような交通再編を考えているのか。
Ａ  �自宅近くから乗車でき、目的地まで回り

道をせず運行できる交通体系や、ふれあ
いバスの便数が少ないなどのさまざま
なニーズや意見があります。そのような
ニーズを踏まえ、まずはAIを活用したデ
マンド交通の導入を検討および検証し、
利便性を高め、効率的な交通再編に取り
組んでいきたいと考えています。

香月　正則
■�医療的ケア児保育支援
　事業費補助金の
　1,058万円について

Ｑ  ��事業目的と内容は。
Ａ  �事業目的は、医療的ケア児の健やかな成

長を図るとともに、その家族の離職を防
止し、もって安心して子どもを産み育て
ることができる社会の実現に寄与するこ
とです。事業内容は、保育所や認定こど
も園で医療的ケア児を受け入れる際に、
看護師などを配置して医療的ケアに従事
させることや、保育士などが医療的ケア
を行うために必要な研修受講への支援の
取り組みに対して補助金を交付します。

Ｑ  �対象としている園の数は、また今後その
他に取り組みを検討している園は。

Ａ  ��対象としている保育園および認定こども
園は２つの園です。医療的ケア児の受入
れを決定している園が１園、今後、受入
れに向けて調整をしていく園が１園とな
ります。そのほかに取り組みを検討して
いる園は現在のところありません。

Ｑ  �対応をする園が増えた場合の、看護師な
どの確保は。

Ａ  �佐賀県医療的ケア児支援センターをはじ
め、関係機関で協議を行い、看護師の確
保を含め、支援に必要な体制を整えるこ
ととしています。

提出された議案について、議案の提出者（市長か議員）
に対して、議案の内容や提案の理由などについて疑問点
や不明な点を尋ねること
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　令和 ６ 年 ６ 月市議会定例会は、 ６ 月 ３ 日から１８日まで（会期１６日間）開かれました。今回は ７
人の議員が市政一般に対する質問を行いました。市長から提出されました１８件（条例 ７ 件、予算
３件、その他 ８件）の議案について審議し、いずれも原案どおり可決しました。

 令和 ６ 年　 ６ 月定例会

（
甲
議
案
）
予
算
以
外
の
議
案

　
多
久
市
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
等
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
�　

近
年
の
物
価
高
騰
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の

高
ま
り
に
よ
り
、
宿
泊
料
が
高
騰
し
て
い
る
状

況
か
ら
、
職
員
や
特
別
職
、
各
種
委
員
な
ど
の

宿
泊
料
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

（
宿
泊
料
）

・
特
別
職
・
議
員
・
各
種
委
員
な
ど

　
１
３
，１
０
０
円　
→　
１
４
，８
０
０
円

・
職
員
な
ど

　
１
０
，９
０
０
円　
→　
１
３
，１
０
０
円

（
施
行
日
）

　
令
和
６
年
７
月
１
日

　
◆
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

�

多
久
市
家
庭
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

�　
国
が
、
家
庭
保
育
事
業
な
ど
の
設
備
お
よ
び

運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
し
た
こ
と

に
よ
り
、
改
定
す
る
も
の
で
す
。

（
対
象
事
業
所
）

　

�

小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
、
小
規
模
保
育
事
業

所
Ｂ
型
、
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
、

小
規
模
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所

（
基
　
準
）

　
保
育
従
事
者
の
数
を

　

�「
満
３
歳
児
は
、
お
お
む
ね
１５
人
に
つ
き
１
人
」

「
満
４
歳
児
以
上
の
児
童
は
、
お
お
む
ね
２５
人

に
つ
き
１
人
」
と
定
め
る
。

（
施
行
日
）

　
公
布
の
日

　
◆
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（
乙
議
案
）
予
算
に
関
す
る
議
案

　
令
和
５
年
度
多
久
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
１２
号
）�

　

�　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
事
業
費
確
定
の
確
定

に
よ
る
増
減
、
そ
れ
に
伴
い
ま
す
交
付
金
、
補

助
金
な
ど
の
調
整
お
よ
び
不
用
額
の
減
額
が
主

と
な
り
ま
す
。

　
◆�

１
５
２
万
５
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
１

６
７
億
２
，５
８
７
万
３
千
円
と
す
る
補
正

予
算
を
、
原
案
ど
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
多
久
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
１
号
）

　
・�

低
所
得
者
支
援
及
び
定
額
減
税
補
足
給
付
金

事
業

　
　
（
２
億
７
，９
５
０
万
９
千
円
）

　

�　
令
和
５
年
１２
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
新
た

な
経
済
に
向
け
た
給
付
金
・
定
額
減
税
一
体
措

置
」
に
伴
う
給
付
金
に
つ
い
て
の
経
費

　
　
①�

新
た
に
住
民
税
非
課
税
と
な
る
世
態
（
１０

万
円
／
世
帯
）

　
　
②�

新
た
に
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
と
な
る

世
態
（
１０
万
円
／
世
帯
）

　
　
③�

こ
ど
も
加
算
（
上
記
①
②
の
１８
歳
以
下
児

童
一
人
当
た
り
５
万
円
）

　
　
④�

定
額
減
税
し
き
れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
所

得
水
準
の
方
へ
の
給
付
（
調
整
給
付
）

　
◆�

早
期
の
給
付
が
必
要
な
た
め
に
、
議
会
開
会

日
に
先
議
を
お
こ
な
い
、
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

６
月
定
例
会
の
主
な
議
案

多久市議会だより  No.61多久市議会だより  No.61 4



　
令
和
６
年
度
多
久
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
２
号
）

（
主
な
事
業
）

　
・�

地
域
公
共
交
通
再
編
事
業

　
　
（
９
０
２
万
９
千
円
）

　
　

�　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
の
利
便
性
向
上
と
運
行
効
率
化

を
目
的
に
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
配
車
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
検

討
す
る
な
ど
、
一
体

的
な
再
編
に
取
り
組

み
、
持
続
可
能
な
地

域
公
共
交
通
を
構
築

す
る
た
め
の
経
費

　
・�

医
療
的
ケ
ア
児
保
育
支
援
事
業

　
　
（
１
，０
５
８
万
円
）

　
　

�　
保
育
所
な
ど
に
看
護
師
な
ど
を
配
置

し
て
、
医
療
的
ケ
ア
に
従
事
さ
せ
る
こ

と
や
、
保
育
士
な
ど
が
医
療
的
ケ
ア
を

行
う
た
め
に
必
要
な
研
修
受
講
へ
の
支

援
な
ど
の
取
り

組
み
を
行
う
保

育
所
な
ど
へ
補

助
す
る
た
め
の

経
費

　
・�

産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

　
　
（
５
９
７
万
５
千
円
）

　
　

�　
産
地
の
高
収
益
化
に
向
け
た
生
産
基

盤
の
強
化
・
拡
大
を
図
る
た
め
に
、麦
・

大
豆
機
械
（
ト
ラ
ク
タ
ー
）
な
ど
を
導

入
す
る
農
業
者

に
支
援
を
お
こ

な
う
経
費

　
・�

小
中
連
携
に
よ
る
学
力
向
上
推
進
事
業

　
　
（
４５
万
１
千
円
）

　
　

�　

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に
向
け
て

小
・
中
学
校
が
連
携
し
、
基
礎
の
定
着

や
活
用
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
義
務
教
育
学
校
で
の
９
年
間
を
通

し
て
自
ら
課
題
を
発
見
し
、
そ
の
解
決

に
向
け
て
主
体
的
に
学
ぶ
態
度
の
育
成

に
取
り
組
み
、
全
て
の
教
科
に
お
い
て

授
業
内
容
を
改
善
す
る
経
費

　
◆�

３
，２
４
１
万
４
千
円
を
増
額
し
、
予

算
総
額
１
７
７
億
７
，１
９
２
万
３
千

円
と
す
る
補
正
予
算
を
、
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

市
議
会
の
仕
事
っ
て

　
市
民
の
代
表
の
市
議
会
議
員
に
は
、

十
分
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
様
々

な
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
権
限
に
基
づ
い
て
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

【
議
決
権
】

　

�　
市
政
を
進
め
る
上
で
重
要
な
予
算

や
条
例
な
ど
の
案
件
は
、
市
議
会
の

決
定
が
必
要
と
な
り
、
こ
れ
に
つ
い

て
議
決
し
て
い
ま
す
。

【
選
挙
・
同
意
権
】

　

�　
市
議
会
の
正
副
議
長
や
選
挙
管
理

委
員
な
ど
を
選
挙
し
た
り
、
副
市

長
・
監
査
委
員
お
よ
び
教
育
委
員
な

ど
の
選
任
に
対
し
同
意
し
て
い
ま
す
。

【
調
査
・
検
査
権
】

　

�　
行
政
運
営
な
ど
が
市
民
の
期
待
ど

お
り
、
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を

調
べ
る
た
め
、
市
の
事
務
の
検
査
を

し
た
り
監
査
委
員
に
監
査
を
求
め
た

り
し
て
い
ま
す
。

【
意
見
書
提
出
権
】

　

�　
住
民
の
公
益
に
な
る
よ
う
な
事
柄

に
つ
い
て
、
議
会
の
意
思
を
意
見
書

と
し
て
ま
と
め
、
国
会
、
ま
た
は
関

係
す
る
行
政
庁
に
な
ど
関
係
行
政
機

関
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

【
請
願
・
陳
情
の
受
理
権
】

　

�　
市
民
か
ら
出
さ
れ
る
要
望
を
請
願

書・陳
情
書
と
い
う
文
書
で
受
理
し
、

議
会
と
し
て
採
択
・
不
採
択
の
意
思

決
定
し
て
い
ま
す
。
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一般質問一覧表一般質問一覧表

田渕　　厚 議員
『学校教育の充実について』

市丸　勝義 議員
『多久市環境基本計画について』
『買い物支援について』
『地域おこし協力隊について』

廣橋　時則 議員
『空き家対策について』

小川　三郎 議員
『中央公園について』
『高齢者の移動手段について』

坂口　絹代 議員
『帯状疱疹予防接種について』
『多久市の観光について』

尾形　武史 議員
『公営住宅について』

彌冨　博幸 議員
『多久市過疎地域

持続的発展計画について』

多久の

気になる

課題
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一般質問

市
丸　
買
物
支
援
の
現
状
は
。

答
弁　
買
い
物
の
移
動
手
段
と
し
て
、
民

間
事
業
者
が
運
行
す
る
鉄
道
や
路
線
バ
ス

を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
バ

ス
、
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

登
録
さ
れ
た
方
が
自
家
用
車
な
ど
で
通
院

や
買
物
の
付
添
支
援
を
行
う
「
お
出
か
け

サ
ポ
ー
ト
事
業
」
や
「
福
祉
有
償
運
送
事

業
」
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
丸　
移
動
販
売
や
配
達
に
つ
い
て
多
久

市
の
現
状
は
。

答
弁　
電
話
で
注
文
し
た
商
品
を
配
達
す

る
サ
ー
ビ
ス
、
店
舗
で
購
入
し
た
商
品
を

配
達
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
お
店

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
移
動
販
売
を
行
っ

て
い
る
お
店
も
あ
り
ま
す
。

市
丸　
配
達
や
移
動
販
売
へ
の
支
援
制
度

は
。

答
弁　
県
が
実
施
し
て
い
る
佐
賀
県
地
域

商
業
活
性
化
支
援
事
業
に
、
買
い
物
弱
者

対
策
事
業
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
市
が
、

実
施
す
る
事
業
費
の
２
分
の
１
を
補
助
限

度
額
と
し
て
１
事
業
当
た
り
1
０
０
万

円
、
年
間
５０
万
円
の
補
助
が
上
限
と
な
っ

て
い
ま
す
。
補
助
の
期
間
は
最
長
３
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。

市
丸　
車
両
の
購
入
に
も
利
用
で
き
る
の

か
。

答
弁　
車
両
購
入
費
や
改
造
費
も
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
活
用
す
る

場
合
は
、
県
と
市
が
協
力
し
て
補
助
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
業
者
や
商

工
団
体
な
ど
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に

は
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

▼�

多
久
市
環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て

▼�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

市 丸 勝 義 議 員

買
い
物
支
援
に
つ
い
て

田
渕　
第
５
次
総
合
計
画
お
よ
び
第
２
期

多
久
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
の
中
で
、
心
豊
か
で
確
か
な
学
力
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
目
指
す
と
は
。

答
弁　
多
久
市
教
育
の
基
本
方
針
に
「
人

と
文
化
が
輝
く
孔
子
の
里
・
文
教
の
ま
ち

多
久
」
を
掲
げ
、
恕
の
心
、
郷
土
を
愛
す

る
心
に
満
ち
、
自
分
の
生
活
を
創
造
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
児
童
生
徒
を
育
み
ま

す
。

田
渕　
不
登
校
生
徒
の
割
合
に
つ
い
て
現

状
値
５
％
と
あ
り
、
そ
の
半
減
以
上
を
目

指
す
と
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
数
値
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
？
ま
た
フ
ォ
ロ
ー
体

制
は
。

答
弁　
令
和
３
年
度
は
７
・
５
％
、
４
年

度
は
６
・
５
％
、
５
年
度
は
６
・
６
％
で

す
。
不
登
校
の
状
況
に
あ
る
児
童
生
徒
へ

の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
と
し
て
は
、家
庭
連
絡
、

状
況
に
応
じ
た
学
習
支
援
を
継
続
し
行
っ

て
い
ま
す
。

田
渕　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結

果
は
。

答
弁　
令
和
５
年
度
６
年
生
の
国
語
、
算

数
は
県
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
９
年

生
の
国
語
は
県
平
均
正
答
率
を
上
回
っ
て

い
ま
す
が
、
数
学
、
英
語
は
ほ
ぼ
同
等
と

い
う
結
果
で
す
。

田
渕　
地
域
に
根
差
す
教
育
と
は
。

答
弁　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
制

度
を
導
入
し
て
お
り
、
学
校
運
営
協
議
会

を
中
心
と
し
た
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
家
庭
や
地

域
と
連
携
し
た
教
育
活
動
そ
の
も
の
が
地

域
に
根
差
す
教
育
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

田 渕 　 厚 議 員

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
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一般質問
廣
橋　
多
久
市
に
お
け
る
空
き
家
の
現
状

に
つ
い
て
。

答
弁　
空
き
家
総
数
が
９
１
０
戸
で
、
平

成
２８
年
度
の
調
査
に
比
べ
ま
す
と
１
４
８

戸
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

廣
橋　
居
住
可
能
、
補
修
す
れ
ば
居
住
可

能
、
居
住
不
可
能
の
３
つ
に
分
類
し
た
場

合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戸
数
は
。

答
弁　
居
住
可
能
は
２
６
１
戸
、
補
修
す

れ
ば
居
住
可
能
は
３
０
６
戸
、
居
住
不
可

能
は
３
４
３
戸
で
す
。

廣
橋　
居
住
不
可
能
に
分
類
さ
れ
る
空
き

家
の
う
ち
、
周
辺
住
民
に
危
険
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
あ
る
も
の
は
。

答
弁　
周
辺
へ
の
影
響
が
著
し
く
大
き
い

空
き
家
と
し
て
市
が
特
定
空
家
な
ど
に
認

定
し
て
い
る
も
の
は
１４
件
で
す
。

廣
橋　
空
き
家
解
消
の
た
め
の
対
応
策
と

成
果
は
。

答
弁　
空
き
家
相
談
窓
口
の
相
談
件
数

は
、
平
成
２４
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で

に
全
部
で
２
４
０
件
の
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
、
市
か
ら
指
導
を
行
っ

た
件
数
が
１
４
９
件
で
す
。
空
き
家
バ
ン

ク
は
、
平
成
２２
年
度
に
登
録
を
開
始
し
て

か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
に
２
９
１
件
あ
り

ま
す
。
他
に
は
、
不
良
住
宅
除
却
費
補
助

金
や
、
空
き
家
の
利
活
用
促
進
を
図
る
目

的
で
平
成
２７
年
度
よ
り
一
定
要
件
を
満
た

す
も
の
に
対
し
て
補
助
金
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

廣
橋　
多
久
市
を
活
性
化
し
て
い
く
た
め

に
は
古
民
家
風
の
カ
フ
ェ
と
か
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
化
な
ど
再
生
利
活
用
の
方
策
も
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　
令
和
６
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
と

し
て
、
多
久
市
新
規
出
店
者
誘
致
支
援
事

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
多

久
市
内
の
空
き
店
舗
な
ど
を
改
装
し
、
新

た
に
出
店
を
行
う
場
合
に
そ
の
改
築
費
用

の
一
部
に
つ
い
て
最
大
５０
万
円
を
上
限
に

補
助
し
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
の
物
件
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
本
年

度
は
２
件
の
募
集
を
行
い
２
件
の
応
募
が

あ
っ
て
い
ま
す
。

廣 橋 時 則 議 員

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

小
川　
公
園
内
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
な
ど
を
つ

く
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　
公
園
の
、
種
別
と
し
て
は
運
動
公

園
で
あ
り
、
公
園
利
用
者
全
体
の
安
全
性

や
利
便
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
た
め

ド
ッ
グ
ラ
ン
整
備
の
計
画
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。

小
川　
お
し
ど
り
が
池
を
、
埋
め
立
て
縮

小
し
、
芝
生
広
場
な
ど
に
し
て
、
障
害
者

の
利
用
も
可
能
な
エ
リ
ア
に
で
き
な
い
か
。

答
弁　
公
園
整
備
以
前
か
ら
同
池
は
存
在

し
て
お
り
、
防
災
上
の
面
か
ら
も
縮
小
す

る
こ
と
は
、
今
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
全
て
の
人
が
利
用
可
能
な
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
整
備
を
一
部
行
っ
て
い
ま
す
。

小
川　
公
園
内
に
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
機
能
を
設

置
で
き
な
い
か
。

答
弁　
今
現
在
、
中
央
公
園
に
限
ら
ず
人

の
集
ま
る
場
所
に
つ
き
ま
し
て
、
多
久

ケ
ー
ブ
ル
と
協
議
を
行
っ
て
、
整
備
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
川　
公
園
内
に「
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
」

飲
食
店
や
売
店
導
入
は
検
討
で
き
な
い
か
。

答
弁　
全
国
的
に
は
、「
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ

制
度
」飲
食
店
や
売
店
導
入
制
度
で
す
が
、

中
央
公
園
で
は
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
て
い
ま
す
。「
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
」

導
入
に
つ
い
て
は
、
今
後
研
究
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

▼�

高
齢
者
の
移
動
手
段
に
つ
い
て

小 川 三 郎 議 員

中
央
公
園
に
つ
い
て
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一般質問
坂
口　
今
年
４
月
、
２
０
５
０
年
に
は
20

代
か
ら
30
代
の
女
性
が
激
減
し
多
久
市
は

消
滅
都
市
の
可
能
性
が
あ
る
、
と
の
報
道

を
受
け
地
域
の
活
性
化
が
重
要
と
な
る

中
、
多
久
市
の
観
光
に
お
い
て
の
取
組
み

は
。

答
弁　
歴
史
や
文
化
、
自
然
な
ど
多
様
性

に
富
ん
だ
観
光
資
源
を
活
用
し
多
久
市
観

光
協
会
や
市
内
各
種
団
体
な
ど
と
連
携
し

な
が
ら
取
組
ん
で
い
ま
す
。

坂
口　
若
者
や
子
育
て
世
代
に
興
味
や
関

心
を
持
っ
て
貰
え
る
よ
う
な
新
た
な
取
組

み
は
。

答
弁　
物
づ
く
り
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
揚

琴
の
演
奏
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
観
光
や

ロ
マ
サ
ガ
列
車
の
多
久
駅
を
含
む
Ｊ
Ｒ
唐

津
線
の
主
要
駅
で
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な

ど
を
実
施
し
て
き
た
。

坂
口　
現
在
、
東
多
久
町
に
は
、
公
立
佐

賀
中
央
病
院
が
建
設
中
で
こ
れ
か
ら
交
通

や
近
隣
周
辺
の
開
発
が
考
え
ら
れ
郷
土
の

偉
人
・
志
田
林
三
郎
博
士
に
再
び
焦
点
を

当
て
観
光
資
源
と
し
て
の
考
え
は
。

答
弁　
地
域
の
資
源
と
し
て
学
校
教
育
の

ほ
か
観
光
資
源
と
し
て
利
活
用
で
き
な
い

か
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

坂
口　
観
光
客
が
地
域
住
民
と
の
交
流
や

地
域
の
食
文
化
、
風
習
、
伝
統
芸
能
な
ど

を
体
験
す
る
こ
と
で
そ
の
土
地
の
魅
力
を

よ
り
深
く
理
解
し
、
地
域
経
済
に
も
貢
献

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
着
地
型
観

光
は
多
久
市
に
あ
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
多
久
市
が
持
続
可
能
な
市
で
あ
る
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
人
口
問
題
に

次
々
と
手
を
打
っ
て
頂
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

▼�

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
に
つ
い
て

坂 口 絹 代 議 員

多
久
市
の
観
光
に
つ
い
て

尾
形　
現
在
の
入
居
数
と
空
部
屋
の
状
況

は
。

答
弁　
市
が
管
理
す
る
公
営
住
宅
は
全
部

で
９
団
地
３
１
５
戸
、空
き
部
屋
は
３０
件
、

入
居
待
ち
数
７
件
、
但
し
砂
原
団
地
は
改

修
の
た
め
現
在
募
集
し
て
い
ま
せ
ん
。

尾
形　
公
営
住
宅
敷
地
内
の
樹
木
管
理
と

作
業
内
容
は
。

答
弁　
年
一
回
、
業
者
に
委
託
し
て
い
ま

す
。
剪
定
と
害
虫
対
策
と
し
て
薬
剤
散
布

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

尾
形　
公
営
住
宅
に
住
み
つ
く
ハ
ト
の
対

策
は
。

答
弁　
侵
入
防
止
ネ
ッ
ト
を
張
る
な
ど
の

対
応
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
の
対
策

も
研
究
し
て
い
ま
す
。

尾
形　
砂
原
団
地
の
改
修
工
事
が
予
定
さ

れ
て
い
る
が
改
修
内
容
と
期
間
は
。

答
弁　
県
が
管
理
す
る
砂
原
団
地
と
同
等

の
改
修
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
浴
室

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
化
（
シ
ャ
ワ
ー
付
）、
流

し
台
、
ガ
ス
台
、
洗
面
台
の
取
り
換
え
、

給
湯
器
に
よ
る
３
点
給
湯（
台
所
、浴
室
、

洗
面
所
）
床
板
張
替
え
に
よ
る
段
差
解
消

な
ど
。
期
間
は
２
年
で
し
た
が
１
年
延
長

し
十
分
な
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

尾
形　
二
輪
駐
車
場
な
ど
の
付
属
施
設
も

老
朽
化
し
て
い
る
が
、
今
回
の
改
修
工
事

に
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
当
初
、
計
画
に
は
入
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
現
場
を
確
認
し
た
と
こ
ろ

危
険
な
状
態
だ
っ
た
の
で
、
今
回
の
改
修

工
事
に
併
せ
て
対
応
し
ま
す
。

尾 形 武 史 議 員

公
営
住
宅
の
現
状
と
管
理
に

つ
い
て
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一般質問
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

彌
冨　
市
内
義
務
教
育
学
校
の
１
校
へ
の

集
約
と
そ
の
時
期
は
。

答
弁　
平
成
２０
年
８
月
１１
日
の
最
終
答
申

を
受
け
て
、
現
行
の
３
校
体
制
は
維
持
し

ま
す
。

彌
冨　
学
校
の
プ
ー
ル
授
業
を
、
民
間
施

設
な
ど
利
用
の
検
討
は
。

答
弁　
学
校
と
も
協
議
し
な
が
ら
検
討
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
子
育
て
・
若
者
世
帯
」

彌
冨　
定
住
奨
励
金
の
実
績
は
。

答
弁　
令
和
３
年
３２
件
・
４
年
３５
件
・
５

年
３４
件
で
す
。「
本
年
度
移
住
定
住
者
向

け
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
作
成
し
て
い
ま

す
。少

子
化
対
策
に
つ
い
て

彌
冨　
出
生
率
向
上
策
と
し
て
、
切
れ
目

の
な
い
一
時
金
支
援
を
、
多
久
市
ふ
る
さ

と
納
税
基
金
を
活
用
し
、
１０
年
間
～
１５
年

間
と
期
間
を
設
け
て
、
多
久
の
将
来
に
禍

根
を
残
さ
な
い
た
め
に
も
即
、
実
施
す
る

べ
き
で
は
。
市
長
決
断
の
時
期
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

答
弁　
少
子
化
対
策
は
、
全
国
的
な
課
題

で
国
・
県
と
連
携
し
取
り
組
み
ま
す
。
提

案
さ
れ
て
い
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
関
係
機
関
・
市
役
所
内
で
検

討
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い
。

観
光
の
振
興
に
つ
い
て

彌
冨　
市
内
各
町
一
つ
の
神
社
を
、
市
の

文
化
財
指
定
に
す
る
考
え
は
。

答
弁　
重
要
文
化
財
登
録
は
指
定
基
準
を

満
た
す
必
要
が
あ
り
、考
え
て
い
ま
せ
ん
。

彌
冨　
今
後
も
、
市
の
文
化
財
指
定
へ
の

取
り
組
み
は
、
引
き
続
き
工
夫
検
討
を
重

ね
て
ほ
し
い
。

「
多
久
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
」

に
お
け
る
取
組
と
進
捗
状
況
に
つ
い
て

論語大学⑤

　かつて、私たちの郷土・多久は先人たちの努力により佐賀藩内はもちろん諸藩に先駆けて邑校・東原庠舎、そし
て聖廟を建立。この地に「文教の里」を作り上げた。今一度、私たちは先人たちの血のにじむような努力を思い起
こし、その実行に努めるべきではないでしょうか。その願いを込め、元学校長　故・不二見達朗氏が30数年前に多
久市報に連載寄稿した論語解説を復刻するものです。

論語大学
について

「
子
、
怪
力
乱
神
を
語
ら
ず
」

　
孔
子
は
妖
怪
の
力
や
神
の
祟

り
に
つ
い
て
、
一
切
口
に
さ
れ

た
こ
と
は
な
か
っ
た
。（
述
而

篇
）

　
宗
教
を
語
る
こ
と
は
な
か
な

か
難
し
い
が
、
心
配
事
や
不
幸

事
、
ま
た
自
分
の
思
い
通
り
な

ら
な
い
こ
と
が
続
い
た
り
す
る

と
、
キ
ツ
ネ
や
先
祖
の
霊
や
神

仏
の
祟
り
が
あ
る
か
ら
で
は
な

か
ろ
う
か
と
気
を
も
み
、
恐
れ

お
の
の
き
な
が
ら
、
そ
れ
の
解

決
を
神
や
仏
に
祈
る
。
そ
ん
な

宗
教
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
ず
、

人
の
心
を
支
配
す
る
。
い
や
、

祟
り
の
思
想
や
迷
信
は
科
学
、

医
学
が
発
達
し
た
現
代
の
方
が

孔
子
の
時
代
よ
り
も
っ
と
ひ
ど

く
は
び
こ
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ

う
か
？

　

生
ま
れ
難
き
人
間
に
生
ま

れ
、
せ
っ
か
く
頂
い
た
自
分
の

唯
今
の
い
の
ち
を
ど
う
生
か
す

か
、
何
を
土
台
と
し
て
生
き
る

か
が
大
問
題
で
あ
っ
て
、
そ
れ

を
自
ら
に
問
う
の
が
宗
教
の
持

つ
本
来
の
意
義
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
幸
福
に
な
る
か
、

不
幸
に
な
る
か
の
自
分
の
運
命

を
左
右
し
支
配
す
る
怪
力
乱
神

の
あ
る
こ
と
、
人
の
不
幸
や
苦

悩
に
付
け
込
ん
で
巧
み
に
信
じ

込
ま
せ
、
気
や
す
め
の
恐
怖
心

か
ら
の
解
放
を
利
用
し
た
霊
感

商
法
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
類
し

た
宗
教
の
何
と
多
い
こ
と
か
。

　
こ
う
し
た
も
の
を
信
じ
、
自

分
の
都
合
の
い
い
よ
う
に
進
め

ば
感
謝
し
、
喜
び
、
有
頂
天
に

な
り
、
都
合
が
悪
く
な
れ
ば
、

騙
さ
れ
た
と
い
い
、
恨
み
悲
し

み
、
そ
れ
は
信
心
が
足
り
な
い

か
ら
だ
と
言
わ
れ
れ
ば
、
抜
け

道
の
な
い
狂
信
の
世
界
に
の
め

り
こ
む
か
、
も
し
く
は
余
り
に

も
安
易
に
新
し
い
効
き
目
の
あ

る
神
、
仏
を
求
め
て
さ
ま
よ
い

歩
く
。
こ
う
し
た
、
狂
信
し
軽

信
を
土
台
と
し
た
人
生
で
は
腰

の
す
わ
っ
た
力
強
い
人
生
と
は

言
え
ま
い
。

▲�

多
久
の
邑
校
・
東
原
庠
舎
で

　
使
わ
れ
た
『
論
語
』
の
教
科
書

彌 冨 博 幸 議 員
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令
和
5
年
１２
月
定
例
議
会

「
書
か
な
い
窓
口
を
実
施
さ
れ
る
自
治
体
が
増
え
る
中
、
多
久

市
と
し
て
の
方
向
性
は
」

当
時
の
答
弁
：�

来
年
度
の
実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
実
現
し
た
い
。

市
側
の
対
応
：�

Ｄ
Ｘ
推
進
の
観
点
か
ら
も
、
多
久
市
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
な
ど
を
活
用
し
た
「
書
か
な
い

窓
口
」
を
実
施
す
る
た
め
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

�

来
庁
者
は
市
役
所
の
窓
口
で
申
請
書
に
記
入
せ
ず
に
、
各

種
証
明
書
の
発
行
や
住
民
異
動
届
な
ど
住
民
異
動
に
係
る

諸
手
続
き
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
各
種
証
明
書
の
発
行
は

令
和
6
年
10
月
か
ら
を
、
住
民
異
動
届
な
ど
の
諸
手
続
き

は
令
和
7
年
2
月
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
目
標
に
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
5
年
6
月
定
例
議
会

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
コ
ン
ビ
ニ
で
の
住
民
票
な
ど

の
各
種
証
明
書
の
取
得
に
つ
い
て
」

当
時
の
答
弁
：�

多
久
市
に
お
い
て
は
、
1
件
当
た
り
の
発
行
コ
ス
ト
が
非

常
に
割
高
に
な
る
た
め
、
現
状
で
は
導
入
を
見
送
っ
て
い

ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
な
ど
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
検
討
す
る
方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。

市
側
の
対
応
：�

多
久
市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
コ
ン
ビ

ニ
で
の
住
民
票
の
写
し
、
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
、

印
鑑
登
録
証
明
書
、
所
得
・
課
税
証
明
書
の
発
行
を
令
和

7
年
2
月
開
始
を
目
標
に
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
で
の
発
行
時
間
は
6
時
30
分
か
ら
23
時
ま
で

で
す
。
12
月
29
日
か
ら
1
月
3
日
ま
で
を
除
き
土
曜
日
、

日
曜
日
、
祝
日
関
係
な
く
日
本
全
国
ど
こ
で
も
取
得
可

能
で
す
。

＼あの一般質問どうなった？／
　このコーナーは過去に各議員が一般質問を行った事案で、その後その質問が多久市政にどのよ
うに反映されているのか、また今後どのように反映されるのかをお伝えします。
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まちのひと
－多久で見つけた－

あッ!

全国市議会議長会より表彰

議長・副議長 ４ 年

野北　悟 議員

次回の定例会は ９ 月 ２ 日㈪　開会予定です。

Ｑ.起業したキッカケは
Ａ.�映画で見たオーダーメイドスーツの仕立て屋に
憧れて。

Ｑ.多久の好きな所
Ａ.�子どもの頃から魚釣りが好きで色んなところで
釣りができる事。

Ｑ.多久市に望むこと
Ａ.�活気あふれる町、若い人が住み着く、今ある物
を新しい物に変えられる発想の転換ができる町。

Ｑ.更なる夢
Ａ.�京町商店街に屋台などを出し、賑やかなまちに
したい。社　　名　THE TAILOR

住　　所　多久市北多久町小侍5746
氏　　名　岡島　賢二（28歳）
営業時間　10：00～18：00
定 休 日　毎週火曜日
電話番号　080-2693-6848
コンセプト　スーツを作る大人の遊び

　遊び感覚でオーダースーツを！気軽に
お立ち寄りください。

一言メッセージ一言メッセージ

発行／多久市議会　多久市北多久町大字小侍７番地１
　　　℡.０９５２―７５―４８２８　 FAX.０９５２―７５―２１１０　E-mail：gikai@city.taku.lg.jp
編集／議会広報委員会　　印刷／株式会社 音成印刷

インターネット動画配信中！

見
や
す
く
て
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
優
し
い

植
物
油
イ
ン
キ
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
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